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1  は  じ め  に

ラナンキュラスは冬から春先にかけてボタン咲きの多彩

な花色を持つことから,切花,鉢ものとして人気がある。

また,栽培適温が 5℃～10℃であるため.冬季においても

低温での栽培が可能である。

現在,切花生産は主に購入球根から行われており,生産

費に占める球根代金の割合が極めて高い。そこでこれを低

減するための,実生からの球根生産について検討したので

報告する。

2試 験 方 法

供試系統はドリーマーで処理前年当場産種子を用いた。

脇験 1]昭和61年 8月 11日及び同21日 に,種子をシャー

レ内に置床し,15℃及び20℃の冷蔵庫内においた。また,

同日に浸漬処理 (水道水掛流し処理)を開始した。それぞ

れの処理を9月 10日 に終了し,同 日に育苗箱に播種し,箱

を15℃ .20℃ の冷蔵庫内及び90%遮光の雨よけハウス内に

置いた。10月 1日 にすべての処理区の育苗箱を50%遮光の

雨よけハウス内に置き,10月 29日 に鉢上げを行った。

[試験 2]発芽と温度並びに浸演処理期間の関係を検討

するため,温度を10,15,20℃ ,浸演期間を0,1日 (15℃

については更に5,10,15日 )と し,昭和62年 11月 11日 に

催芽処理を開始してシャーレ内で発芽率を調査した。

[試験 3]球根生産の場合の適正な栽植密度及び同時採

花した場合の球根生産量について検討するため,33″当

りの栽値密度を66本 (株間20m,条間20m),110本 (15¨ ,

20m),146本 (15m,15m)と し,そ れぞれ採花を行った

場合と奮をすべて摘み取った場合について検討した。播種

は62年 9月 11日 ,鉢上げ11月 5日 ,定植 12月 8日 ,無加温

内張リカーテンパイプハウスに行い, 3月 24日 まで夜間不

織布 トンネル被覆とした。

3 試験結果及び考察

[試験 1]催芽処理期間中の発芽は,15℃ >浸漬>20℃
の1順に多い。播種後の温度を比較すると,15℃ の場合には,

8月 11日 。15℃催芽処理で 5%であったほかは,出芽が良

かった。20℃では8月 21日 。20℃催芽処理区が21%であっ

たはかは発芽が悪かった。遮光管理区では,浸漬処理を行っ

た場合に出芽が多かった。

しかし,温度による催芽処理を行った区では,播種後の

温度処理期間中に枯死するものがほとんどであった。浸漬

処理後15℃においた区では自然温度に戻した後に枯死する

ものが多くみられた。これは,自然温度に戻した際の温度

などのショックによるものと思われた。

これらのことから,鉢上げ時には,浸漬処理後90%の遮

光管理下においた場合が最も苗立率が高かった。

[試験 2]温度条件については,20℃の場合には浸漬処

理を行わない場合には12%,浸漬処理を行った場合でも46

%と発芽が悪く,適温は15℃以下であると半1断 された。ま

た,催芽処理後20日 日までの発芽率は浸漬処理を行わない

場合と 1日 の処理を行った場合を比較すると,10℃では 2

%と 18%,15℃では6%と 24%,20℃ では0%の 7%と大

きな差があり,浸漬処理は発芽率を高め,ま た初期の発芽

を良好にする効果のあることが知られた。しかし,10日 間

以Ji浸漬処理を続けると,処理中に発芽する種子が見られ ,

播種作業が困難となること,最終的な発芽率は 1日 を越え

て浸漬処理を行っても差が見られないことから,浸漬期間

は 1日 で良いと考えられた。

[試験 3]1球当りの球根重量は栽植本数の最も少ない

66本区が最も重かったが,球根数が少ないことから,単位

面積当りの生産球根重量では球根数の多い146本 区が優っ

た。

採花を行った区の切花収量は,いずれの栽植本数におい

ても30株当り120本程度の切花が得られたが,商品本数・

-297-



東 北 農 業 研 究  第 42号 (1989)

処 理
開始曰

催芽

処理

播種後

温 度

播薔薦

発芽率

時期

"1出

芽率b 枯 死 苗 数 鉢上時
C

苗立率
処 理 処 理
期間中 終了後 揚円漏殿了雇

15C
15 C
20 C
速 光

25  0
14  0
11  2

0

2

20C
℃

光

”

遷

２

‐６

一一
0 0 3

浸瀾
℃

光

６

越

150

℃

０

■

５

２０

速

7  0 ,

3

0

0

0

5

20C
℃

光

”

邁

浸消
℃

光

６

遮

注  a:

表 1 催芽処理,播種後の管理と苗立率

b:地 上部に幼胚の一議が見えた苗
c:子太晨薬以上に生育した宙

表2 温度,浸漬期間と発芽率

商品花率は栽植密度の高い区で少ない結果となった。 しか

し,単位面積当り商品花収量は栽植密度の高い区ほど多い

結果が得られた。

注 a,b:30株当り
c:5夕 以下の球根割合

表4 栽植密度と切花品質・収量

栽植本数
(33″ 当り)
(本 )

平 均
採花日

(月 日)

花
数
切
本

(本 )

商品本数 b
切花長 切花重 茎 径 着膏数

(∝)  (′ )  ←→  (個 )
Ｂ
本

Ａ
本

4 22

4 24

4 22

127

122

125

50        94

59      216

48       234

44 4

47 6

444

注 a:30株当り
b:A……30株当り,B … 33/当 り

球根数では採花の有無による差がなかったものの,球根  いて検討したところ以下の結果を得た。
重量については大きな差が見られ,採花を行った場合. 5   ①種子の発芽適温は15℃以下である。
夕未満の球根が33″当り■0本区では23%,146本 区で   ② l日 間の浸漬処理は発芽率と発芽を速めるために有効
は28%であり,球根重量別の切花生産力について更に検討    である。
を加える必要があると考えられた。             ③実際の苗生産の場面では高温期の場合,浸漬処理後90

%遮光下におき,冷涼に保つのが実用的である。
4摘   要 ④球根は無加温ハウスで切花を行いながら生産できるが

以上ラナンキュラスの実生からの切花及び球根生産につ    採花を行った場合,一球重量は小さくなる。
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表3 栽植密度,採花の有無と球恨収量
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